
２８年３月議会 
待機児童が深刻な地域への対策について 
 
質問 
シティープロモーション及びマーケティング戦略については、時間があればということで
飛ばさせていただきます。 
次に、待機児童が深刻な地域への対策についてでございます。 
吹田市を含む北摂各市は既に魅力的で大型マンション開発がなされ、子育て世代により選
ばれる地域となっております。子育て世代や子供がふえること自体は、人口減少社会の中
で非常に喜ばしいことです。 
しかし、その反面、先日メディアで取り上げられた保育所の問題や学校教室やグラウンド
など、受け入れ環境の面で課題が生じます。保育ニーズが高まる中での人口集中地域での
保育所不足を一方的に全て行政の責任とする論調には疑問を持っており、経済環境や雇用
条件の整備、企業や個人の多様な主体を含む社会全体の努力もともに求められるべきと考
えます。 
ＩＢＭの技術者やＥＵの議員が職場に⾚ちゃん同伴で出勤したことが注目され、働く⺟親
という観念から、⺟親をしながら働くという観念へのパラダイムシフトも起こりつつあり、
職場に子供を連れていける環境整備をする会社や、吹田にも昔から託児所を備えた企業も
あり、その方向で進んでいくことが望まれます。 
とはいえ、目の前の状況改善は重要です。吹田市は大きな批判を受けるぐらい子育て世代
から環境整備に期待を受けているわけでございますから、しっかりと応えていく必要がご
ざいます。 
まず、現状について伺います。現在の保育所ニーズについては、吹田市子ども・子育て支
援事業計画における見込みどおりであり、対策ができていないからこの問題が起こってい
るのか、あるいは、見込みから大幅にずれているのか、ずれているとすれば何が原因なの
か、お聞かせください。 
そして、１次選考で漏れた方への今後の対応、及び大型マンション開発によって保育所不
足が深刻な地域もあると存じますが、その地域への現状考えている具体的対策についてお
聞かせください。 
 
橋本敏子こども部⻑ 
本市の子ども・子育て支援事業計画では、保育の量の見込みを 7,154 人としており、平成
28 年度（2016 年度）の入所希望者は、在園児も含め 6,916 人でございましたので、計画の
範囲内でございます。 
しかし、平成 29 年度までに保育所の整備などを行っていく計画に対し、平成 28 年度の入
所申し込み数が急激に伸び、保育の提供が追いつかない状況となっております。 



待機児童が特に多く見込まれる地域は、山田・千里丘地域とニュータウン地域ですが、う
ち山田・千里丘地域につきましては、現在、複数の事業者から認可保育所の開設相談を受
けるなど、今後の保育の提供が進むめどがございます。 
ニュータウン地域につきましては、一事業者による保育所用地の確保が困難な状況でござ
います。そうしたことから、ニュータウン地域の中でも、特に多くの待機児童が見込まれ
る南千里駅周辺地域におきましては、これまで検討してこなかった市有地の活用も含め、
今後さまざまな方策を検討してまいります。 
具体的には、直ちに有効な方策としまして、４月の入所に向けまして、現在、開設予定の
認可保育所と小規模保育事業所で合計 117 名分、また緊急対応として公立・私立保育所な
どの定員外の入所枠で 50 人程度、合計 167 名程度の新たな入所枠の御案内をする２次選考
を行っているところでございます。この２次選考におきましても、例年以上に一人でも多
くの児童が入れますように、現在努力させていただいているところでございます。 
以上でございます。 
 
質問 
マスコミ等の報道で、1,000 人という言葉が非常に躍っておりますけど、まだ２次選考もあ
るということで、お⺟様方にも可能性があるということで、引き続き担当部署におかれま
しても努力いただきますことをお願い申し上げます。 
市⻑は、保育力緊急強化宣言をなされました。量の供給のみを図るのであれば、株式会社
の参入や家庭的保育の導入などの手もあるやもしれませんが、これについては議論が必要
です。 
ここからは提案でございますが、南千里地域においては不動産という、そもそもの物理的
な問題がございます。それを解消するために流山市や池田市などで行われている送迎保育
ステーションを南千里駅前、具体的には千里ニュータウンプラザで導入すべきだと考えま
す。地域を限らなければ施設整備が可能なのであれば、有効な解決策だと考えますが、い
かがでしょうか。 
 
橋本敏子こども部⻑ 
一つの方策について、南千里の駅前周辺は本当に待機児童が多くてさまざまな手法の検討
が必要だと考えております。 
今、議員から御示唆いただきました案につきましても、ニュータウンプラザを活用する、
あるいは送迎保育ステーションということでバスを走らせる、いろんな方法があると思い
ます。 
どのような対策が最も早く保育サービスの提供が可能かということも含めまして、市のほ
うでさまざまな検討を全庁横断で、市全体の課題として捉えさせていただいて検討させて
いただきます。 



以上でございます。 
 
意見 
プラザの活用につきまして、物理的な問題も多々あるとは思いますけども、常識を打ち破
るということで、ぜひとも検討いただければと思います。 


